
 

令和 4年度 7月試験研究業務月報 

試験研究課題：ブランド蟹の安定供給に向けた資源管理手法の確立 

ズワイガニ研究協議会が開催されました  

7月 22日に京都市でズワイガニ研究協議会が開催されました。会議には大学や水

産研究・教育機構、日本海沿海府県の担当者らが参集し、日本海の底びき網漁業の

最重要種であるズワイガニの調査研究結果を発表しました。 

 当センターからは「モモガニの脱皮に伴う体色変化と脱皮ステージ」と題して、漁期

中に水揚げされるハサミの小さな成長途上の雄ズワイガニ（通称モモガニ）が脱皮す

るまでの間、色彩計を用いた体色測定や口内組織の観察を続けた結果、脱皮前の

特徴的な変化を捉えたことを報告しました。モモガニは漁期中あるいは漁期後に必

ず脱皮して商品価値の高い大型のブランド蟹（通称タテガニ）になるので、参加者か

ら「モモガニの保護は漁業者の賛同を得やすいのでは」等の意見がありました。今後

もモモガニの脱皮・成長の過程を調べ、効果的な管理手法の確立に努めます。 
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